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　初年度に続き、今年度も、「イギリスにおける多民族
（宗教・文化）統合と共生の歴史」というテーマの下に、
イングランドの一多民族都市レスターをケース・スタデ
イとして研究を進めてきているが、その内容はほぼ以下
の通りである。
（1）インタビューの実施
　レスターには、エスニシティと関連して、実にさまざ
まな宗教や宗教施設が存在しているが、2004年の夏と
2005年3月にそれらとかかわっている人々とのインタビ
ューを実施した。そうした人々は、バハイ、イスラーム、
シク、ヒンドゥー、ユダヤ教、キリスト教（ラトビア系、
アイルランド系カトリック、イギリス国教会など）であ
り、エスニシティでいえば、南アジア系、ブラック系
（アフロ・カリビアン、ソマリアなど）、ホワイト系の移
民たちである。そうしたなかでも、今年度とくに力点を
おいたのは、レスターの在英シク教徒たちである。その
理由のひとつは、「多民族（宗教）統合」を問題とする
場合でも、「宗教的エスニシティ」とでも呼べる人々の
世界を一つひとつ明らかにしながら、「統合」の問題を
考える必要があるからであり、もうひとつは、在英シク
教徒を問題とすることで都市社会における「移民のなか
のマイノリティ問題」を考えることができるからである。
また、レスターのビショップとインタビューできたのは
大きな収穫であった。
②宗教施設の訪問やイベントへの参加
　シク寺院、モスク、カトリック教会、各エスニック関
連の教会を訪問したり、多宗教関連のさまざまなイベン
トに参加したりした。とくに、レスターにある六つのシ
ク寺院を再訪し、内部をつぶさに観察することで、これ
まで見えていなかった在英シク教徒の歴史や文化がみえ
てきたことは大変貴重な経験であった。
（3＞地元新聞社の図書室の利用など
　大学図書館や地元新聞社の図書室、市役所などを利用
させてもらい、この問題に関する資料収集をしたことで
ある。とりわけ、地元新聞社では、レスターのシク教徒
に関する貴重な資料を入手でき、また市役所では、選挙
人名簿の閲覧、市議会議員・市長などに関連する資料を
入手できたことは大きな成果であった。
（4＞研究成果の発表と論文の執筆
　初年度の学術調査をベースに、2004年5月23日開催
（於・東北大学大学院）の農村共同体研究会で、「多民族
都市レスターの歴史と文化　　シク教徒の世界一」と
いうテーマで発表し、その一部を『明治大学人文科学研
究所紀要』（第57冊、2005年3月）に掲載した。そこで
扱った問題は、ほぼ以下の四つである。（1）インドのパン
ジャーブ地方にルーツをもつシク教徒の「ディアスポラ」
の歴史や在英シク教徒の歴史を概観したこと、（2）レスタ
ーのシク寺院関係者15名のインタビューを下に、イギリ
ス社会への「適応過程」を中心に据えて彼らの「ライ
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フ・ストーリー」を検討したこと、（3）レスターのシク・
コミュニティの「核」となっている六つのシク寺院がど
のようにして形成され、発展してきたのかを、彼らの
「故郷」パンジャーブ地方のカースト制や政治的事件と
の関連で明らかにしたこと、（4）シク寺院を中心にパレー
ドを伴って開催されているシク教徒最大の祭り「バイサ
キ」を「シク・ヒストリー」の「物語」・「記憶」・
「シク・アイデンティティ」・「ポリティクス」との絡
みで明らかにしたこと、である。
　しかし、今年度の調査でさらに明らかなったこともあ
り、近い将来、一部書きなおす必要があるかもしれない。
とくに、二つ目のシク教徒のインタビューの部分につい
ては、新しいデーターも加味して、できるだけ早い時期
にまとめなおす予定である。というのも、今年度のイン
タビューでさらに人数を増やし、シク教徒だけで約60名
に達しているからである。長い道のりであるが、今後と
も地道にこうした問題を考えていきたい。
